
愛育班活動とは＝一  

子どもたちが健やかに生まれ育ち、病気・障  
がいがあっても、高齢になっても、住み慣れ  
た地域で安心して暮らしていくことを目的とし  

た住民の組織活動です。  

健康づくりは個人の努力と実践が基本ですが、  
一人ひとりで健康を守ることには限界があり  

ます。愛育班は、個々の様々な健康問題を自  
分たちの課題として、共に手を携え、支えあ  
い活動をしています。  

愛育班活動とは、具体的に＝－  

1．健康づくりを目的にしています。  

2．地域の人々すべてを対象にしています。  

3．みんなで生活上の健康問題を出し合い、解  
決していく組織活動です。  

4．行政と連携、協働によって活動しています。  

5．健康で住みよい「まちづくり」を目指しています。  

・これらを実現するための組織  

が愛育班。  

・この活動をする人を愛育班員  

といいます。  

愛育班活動とプライバシーの保護  

・1．愛育班員としてお話ししたことは、たとえ世  
間話のようなことでも、他の人には話しませ  
ん。また、無理tこ聞き出しません。  

・2．声かけ訪問の結果、保健師や福祉関係者   
に連絡した方がよいと感じたときでも、ご本人   
の意志を尊王します。  

・3．宗教・政治活動や特定の利益を目的とした   
活動は「愛育班」活動の中には持ち込みませ   

ん。   
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図2 声かけと話し合いのサイクル  

分班長会議  
分班長、班長  
が出席し保健師  
が助音  

班員全書義  

班員、分班長   
が出席   

班員会議  
班員、分班長   
が出席  

声かけ  

班員が定期的  
に行う  

声かけ・見守り・訪問   

・愛育班は通りや商店街などで出会った   

方や、受け持ちの家庭を訪問して「お元   
気ですか」「お変わりないですか」と声を   

おかけしています。   

また、声かけなどで耳にした言舌題を地域   
の健康づくりに生かすため、声かけメモ   

を記入します。  
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地域のニーズに応じた活動  

地域の皆さんとより密接に交流するために、  
子育てグループの育成や開催、育児体験学  
習会、3世代交流会、健康学習会、各種研修  
会・講演会、愛育まつりなどを開催していま  
す。  

機関紙なども発行しています。   
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主催◎社団法人全国保健センタ十連合会  

京都府／岡山県／埼玉無  

名古屋市／福岡■市■一  

後援◎内閣府  

文部科学省  

厚生労働省  

社会福祉法人恩賜財団母子愛育会  

財団法人児童健全育成推進財団  

全国母子保健推進眉等達縮協読会  

独立行政法人福祉医療機構  

【お申込・問い合わせ】   

全国保健センター連合会TEL：03－3269－47叫8  

（参加費無料）  

「仕事と  



l参加申込について  

申込方法卜申込書にご記入の上、FAX・郵送等にてお申込ください。   申込み先卜社団法人全国保健センター連合会  

申込締切卜各開催日より2週間前  〒182－0842  

各地定員になり次第締切、参加者には、参加黒を送付します。  東京都新宿区市ヶ谷砂土原町1－1保健会館別館  

TELO3－3269－4748 FAXO3－3269－4759  

「仕事と子育ての両立」応援フォーラム参加申込書  

参加会場  
（○をつけてください）  

（フリガナ）  

ご氏名  

埼玉 ・ 名古屋 ・ 京都 ・ 岡山 ■ 福岡  

ご住所（参加票送付先：勤務先・自宅）   

T  

瓢複数でお申込の場合l蚤辞‾してご利用ください。   



平成19年度健やか親子21全国大会 （母子保健家族計画全国大会）  

【開催県】   
新潟県  
【期日】   
平成19年日月14日（水）～15日（金）  

【会場】   
朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）  

【実行委員全委員長】  

日 ．．．岬  
t▼かt手21量■こ大■  
■■‾‾     J   

鈴木幸捷（新潟県福祉保健部長）  

【大会趣旨】  
r健やか親子21」の推進を図るとともに、わが国の母子保  
健・家族計画事案の一層の推進を図る   

平成19年度健やか親子21全国大会 （母子保健家族計画全国大会）  

【テーマ】  
みんなで育む子どもの笑顔、元気に育て！地域の宝  

【主催】  
厚生労働省・新潟県・新潟市  
社会福祉法人恩賜財団母子愛育会  
社国法人日本家族計画協会  

社団法人母子保健推進会議  

【参加者】  
母子保健幸美および家族計画事業関係者等   
約1．000人  

11月15日（木）午前 式 典  

主催6団体あいさつ  

表彰式  
・厚生労働大臣表彰  
・社会福祉法人恩賜財団母子愛育会会長表彰  

・社団法人日本家族計画協会会長表彰  

・社団法人母子保健推進会議会長表彰  

来賓祝辞  

祝電披露  

受賞者代表謝辞  

次期開催県あいさつ  
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■全国大会併設会議等  

◇社会権祉法人恩賜財団母子愛育会   
11月14日（水）【全国大会向日】  

r母子保健関係者研究集会J  
■濃一児鷺■捧をみんなで防ぎまuう】  

「愛育班等組縛育成担当者会議J  

◇全国母子保健推進Å等速格協議会   
社団法人母子保健推進会離   
11月15日（禾）【全国大会初日】  

r全国母子保健推進■等速格協議会活動報告会・交流会J  
♯景】覿責「書手ヰ暮をセリ響く状況と母絶蒼■への鞠柵J  
■瞥ー手▼て中のお母さんに伝ぇたいことJ  
き勤七書  

平成20年11月27日（木）・28日（金）  

会場／アクロス福岡   

プログラム／式典（厚生労働大臣表彰ほか  

各団体表彰・祝辞等）  

特別講演  
シンポジウム   

テーマ／「妊娠・出産に関する安全性と  

快適さの確保と不妊への支援」  
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母乳育児ワークショップ開催  至‘08年 第17回母乳育児シンポジウム   

82008年8月2－3日（世界母乳週間）  

匹場所：大阪国際会議場  

覆毎月1回、大阪地区で実行委員会を開   

催。他職種と討論  

巳テーマ「母乳育児をつなぐ」  

開催地  開催月  開催地  開催日   

第1回  別府市  H14．5．18  第6回  千葉市  H17．10．22   

第2匡l  富山市  H15．1．12  第7回  大津市  H18．2．25   

第3回  福島市  H15．10．24  第8回  宮崎市  H18．11．18   

第4回  鳥羽市  H16．10．16  第9回  札幌市  H19．3．3   

第5回  青森市  H17．5．21  第10回  蒲都市  H19．0．27   

参加者は延べ約800名   
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：赤与やんにや±しい病院（餅肌の認定鯵  

■WHO・ユニセフによる全世界の産科施投に対する勧告であ  「   
る母乳育児成功のための10力粂」を実施している施設   

■WHOのミルクコードを遵守していること。   
ミルクコードは乳集メーカーと適切な関係になること。  
畿墓誌温で払む拉致宣伝劫を皇紀」組技工圭  

一入院中、母親の育児力の基礎ができるような支援が行われ   
ていること  
■平均母乳辛は（実績）  
開業産科で退院時9か98％、1カ月時85－95％  
病院産科で退院時8ゝ90％、1カ月時7～85％  

赤ちゃんにや±しい病院（8F抑＆  

推進運動（肝〃り   

・赤ちやんにやさしい病院（Baby FriBnd）y Hos  
ibl）は、現在世界で20、000以上  

■日本では、48施設が琵定  

・日本母乳の会が認定業務をユニセフから委託さ   
れている  

－BHF認定施設は、；n；tiativo＝  

赤ちゃんにやさしい病院推進運動を続けて行く手   
が義務づけられる  

BFHは安全快適性を包括した施設と評価  

数  ，も   

すっと一緒にいたかった   693  85   

休▲裁から母子同室にして欲しい  96  11．8   

日中だけ母子同室にして欲しい   12  1．5   

母子異圭が希望   3  0．4   

k回答   1．3   
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